第３３回「東京栃中・栃高会　総会と秋の集い」のご案内

謹啓　残暑の候、会員の皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。
さてこの度、会員諸氏の懇親を深めたく、恒例の「総会と秋の集い」を下記の通り開催いたしますのでご案内申し上げます。
総会後の講演は、年間60回海外出張などワールドワイドでご活躍中のＮＴＴ東日本関東病院　消化器内科　内視鏡部部長　大圃　研先生（平成4年卒・93回）に「内視鏡道―我流も極めればいつか本流に」と題してのお話をしていただきます。
　　会員の皆様はもとより、ご家族や入会考慮中の同期生、後輩、先輩など多くの方にお声掛け、お誘いをしていただき一人でも多くの皆様に、ご参加いただきますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹言

平成２９年８月吉日

東京栃中・栃高会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             会　長　池田　輝彦（６６回）

記

    日　時：　平成２９年１１月２８日（火） 18:00～20:30  (受付開始17:30)
　　場　所：　日本プレスセンター　10階ホール

                〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1　℡03-3503-2721
催　事：　第３３回　［総 　会］　議事　(18:00～18:15)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長挨拶、年度事業報告、会計報告、役員改選
　　　　　　　第４４回　［講 演 会］ 　(18:15～19:25)

演　題　：　「内視鏡道―我流も極めればいつか本流に」　　　　　　
講　師　：　大圃　研　氏　(９３回・平成４年卒・下館市出身)
[懇 親 会］ 　(19:30～20:30)　 来賓挨拶・交歓会・校歌斉唱　
(講師　大圃　研　おおはた　けん　先生のプロフィール)　 
1974年生まれ、1998年日本大学医学部卒業、1998年からＪＲ東京総合病院内科研修、2000年より消化器内科医員、2007年にＮＴＴ東日本関東病院へ異動し２０１２年より内視鏡部部長として現在に至る。日本消化器内視鏡学会専門医・指導医、関東支部評議委員。士別市地域医療アドバイザー、山東大学付属斉魯医院　客員教授・大連医科大学付属大連市中心医院　客員教授・北京大学附属人民医院　客員教授・蘇州市相城区人民医院消化器科　主任を兼務。アジアを中心に国内外で内視鏡診療の普及や教育活動に尽力している。TVやメディア出演も多数。
平成２９年５月９日放映のテレビ朝日ホームページのモーニングショー　
羽鳥慎一「神の手を持つスーパードクター“内視鏡”仰天スゴ技」から
“ おなかを切らずに消化器系のがん手術をする内視鏡医の大圃研さん（43）が得意とするのは「大腸がん」の手術で、ここ数年注目を浴びている「ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）」の治療においては、多くの症例数を持つ第一人者でもあります。これまでにおよそ3000人の命を救ってきたスーパードクターの元を羽鳥慎一キャスターが訪ねました。
内視鏡の先端から電気メスを通してがんを切り取るという「ESD」。治療時間が驚くほど短いのが特徴です。そのため手術においては「内視鏡をすばやく通す」ことがポイントとなります。しかし、内視鏡は右手で管を押し込むため、先端の操作は左手だけで行うなど操作は極めて困難。大圃医師はこの扱いに長けています。大腸に見立てた模型を使い、６つの穴に内視鏡を通してみると内視鏡歴5年の医師が1分21秒かかりましたが、大圃医師はわずか15秒。まるで体の一部のように扱う、超絶テクニックを見せてくれました。“    
